
・軽度近視の
中～強度乱視

・多忙な人

B.C. P CYL ADD S(DIA) 数量

R 8.25 -4.75 8.8 １

L 8.20 -5.00 8.8 １

RV= (1、0×8.25/ -3.0 /8.8：S-1.50D）
(1、2×8.25/ -3.0 /8.8：S-1.75D）R＝G

(1、2×8.25/ -3.0 /8.8：S-2.00D）

D ）

（見え方に問題が
ない場合）

全乱視が角膜乱視より
1.0D 減少しているのが水
晶体乱視の目安。

屈折状態と生活パターンによる選択

*この処方箋の有効期間は発行日から 1 ヵ月です

BC /トライアル P/S ： 追加度数

備考：

屈折力パワー；P

ソフトCLの場合

レンズ（付着物、表面の傷、破損等）や

その他必要な検査を行う

（AX90°±30 の場合）

乱視用 SCL

8.60/-4.0 /13.5

処方 R）8.60/-5.00 /13.5

GPHCL
SCL

( 硬 質 ）

GPHC
L

・軽度近視の
中度乱視

・短時間装用
・多忙な人

全乱視≒
角膜乱視

（軸が直交の場合）

例）トライアルレンズ

ソフトCLの場合

角膜の大きさ、B.C.の

大きさにより選定する

が、各メーカーにより

違うが、First choice

は 8.8 ㎜前後が多い

角膜横径を測定後、

各メーカーにより違う

が、First choiceは13

～14 ㎜前後が多い

8.25/-3.0 /8.8

日本眼科医院

医師： 視力 見 印
ＴＥＬ：○○○○○○○○○○

涙液検査

RV= (1、0×8.60/ -4.0 /13.5：S-0.75D）
(1、2×8.60/ -4.0 /13.5：S-1.00D）R＝G

(1、2×8.60/ -4.0 /13.5：S-1.25D）

事前検査
を行う

GPHCL
乱視用SCL
乱視用HCL

全乱視
C-3.0D
以上

SCLは種類の在庫が豊富で
処方レンズを装用したまま帰宅
し、様子をみてもらう場合もある。

特に必要ならばSCL
の場合乱視検査も。

結果例）

CL.経験の有無（受診場所、月日、装用成績など）、眼の既往疾患（病名、期間、経過など）、全身的既往症（糖尿病・アレルギーなど）

病院によって検査の順番や検査数
や内容は違う。

記載例）

コンタクトレンズの処方例 参考）糸井素純：www.eyeacademy.net/eyeacademy/contactlenz/index.html
梶田雅義：https://coopervision.jp/sites/coopervision.jp/files/pocketbook

後面曲率半径ベースカーブ；B.C.

*以下コンタクトレンズを C.L.と略す。
ハード H、ソフト S

レンズサイズ；S

例）

ケラトは角膜中央 3㎜前後のみの計測。

曲率半径、瞼裂幅、BCが大きいと大きなサイズに。

他覚的屈折値の例）はレインボーコンタクトレンズ処方のポイントより

各メーカー
のパラメータ
を確認する
こと。

例）

SCL を染色してしまった場合、生食洗浄して煮沸消毒 10 分→生食洗浄
→煮沸消毒 10分→生食洗浄する。30分位でフルオレセインがぬける。

フルオレセインで染色（SCL は不可）して細隙灯でフィッティングを観察し、不良なら変更して再度確認する（フィッティングの項参照）

BC / P / S

フルオは流れるのでそのままで。
未経験者は流涙で視力は不安定とな
るので、ゆっくり瞬目させながら行う。

コンタクトレンズ処方箋 発行日： ○○ 年○月○日

メーカー名○○〇コンタクトレンズ レンズ名○○○ 氏名 パンダ 愛

この処方箋はかなり
詳しいものだが、欄
がない場合は備考
等に記入すること。

購入したら、なるべく早く来院させる

購入方法は眼科隣接販売店、CL 販売店、
ネット通信販売店などがあるが、必ず定期
受診すること！視

力

HCL は BC が 1 段階フラットだと－、スティープがと＋レンズの働きとなる。
BC0.05 ㎜の変化でP も約 0.25D変化。

必要ならばレンズをはずしフルオ染色し検査後、
SCLは充分に洗い流してから装用させる。

傷、歪みなども。

ビデオ視聴や取り扱い説明書を渡し熟読させて、装脱方法を実践させる（装着脱方法の項参照）

例）

フィッティング検査を行う

定期検査をする

補正は
HCL は±4D、
SCL は±3D か
らが多い。各メ
ーカーの補正
表を確認する。

処方 R）8.25/-4.75 /8.8

その後は約 3～6
ヵ月ごとに来院させる
が、病院や患者の状
態により色々。

眼圧検査

問診する

前眼部、中間透光体、眼底検査など

保証期間内と合わせ 1 週間後→1 ヵ月後→3 ヵ月後と来院させ、問診（装用時間、自覚症状、レンズの取り扱い状況等）をする

屈折検査により検出された屈折度

数に乱視があれば等価球面値に

し、頂間距離補正レンズは近い度

数を選択する（一般的にトライアル

レンズは±3.0～±4.0D が多い)

トライアルレンズはメーカー
の説明書通りに保存する。

問診（装用感・異物感・ダブリ等の

自覚症状）をする

処方レンズでの

視力検査をする

各メーカーによりビデオや取り扱い説明書がある。
主に装用時間は 5時間位から 2時間ずつ増やし
てゆく。

フィッティングの検査を
行う（静的装着状態）

（動的装着状態）

装着脱方法、取り扱い方法
装用時間の説明をする

処方レンズを確認し装着する

処方箋を発行する

角膜は直乱視、水晶体は倒乱視
が多く、全乱視が倒乱視となって
いることから水晶体乱視がある。

角膜に影響を与える検査の前に行うこと。

細隙灯顕微鏡検査（装着状態、前眼部等）を行う

自覚的屈折検査・（調節検査）
を行う→頂間距離補正

トライアルレンズ

の選定をする

再診させる

角膜形状・角膜内皮細胞検査

（フィッティング
が悪い場合）

水晶体乱視が
ある場合は HCL(角膜

乱視の矯正）より SCLが良く、
角膜乱視や全乱視が大きい
場合は乱視用SCL が適応。

乱視がある場合の選択

HCL 経 験
者はBCが
変動してい
るので勧め
ない。

就寝時も装用。夜勤
が多い人にも酸素
供給の点から勧め
ない。どうしてもなら
高酸素透過性のシ
リコーンハイドロゲ
ル SCL。但し脂質汚
れ多い。化粧の場
合、レンズ着脱は
レンズファーストで。
又、無水晶体眼に
対する 1 ヵ月連続装
用、角膜上皮治療
用SCL は別。

就寝時には
はずす。

1～3 ヶ月ごと。

購入から使用
期限まで。
GPHCL約 3年
SCL 約 1.5 年

使い捨て。

最長 2週
間。

種類がないので頻
回交換用も考慮。

連続装用

従来型
・強度近視
・乱視全般・不正乱視
・長時間装用

・長時間装用
・近業作業

・軽～中度近視
・ C-1.5D 位まで

・軽～中度近視
・多忙な人

SCL はレンズが厚くなる。

乱視用SCL

(角膜乱視 C-2.5D
以上の場合)

（残余乱視が
ある場合）

水晶体乱視がある。

全乱視軸≠
角膜乱視軸

・軽度近視
・ C-1.5D 位まで
・激しいスポーツする人
・多忙な人

レンズの種類
の選定をする

SCL
水晶体乱視がある。

（鮮明に見たい場合）

乱視用 SCL

全乱視
・中度乱視（1.0～3.0 未満）
・強度乱視（3.0 以上）

SCL
乱視用 SCL

前面

乱視用HCL

GPHC

1 日交換

GP
HCL

乱視用 SCL

SCL

（全乱視も角膜乱視も
大きい場合）

全乱視
C-1.0D
未満

全乱視
C-1.0～
2.75D

終日装用

SCL

矯正に.限界あり。

全乱視≒
角膜乱視

全乱視＜
角膜乱視-1.0

全乱視
C-1.0～1.5D

両・後面

乱視用HCL

上記と同様だが 1 日や頻回交換型

はメーカー側が度数を多数用意す

るので頂間距離補正レンズは近似

値の度数を選択することが出来る

強弱主経線の平均値＋各メ-カ-の

加算値（約 0.05～0.1 付近）

・目安は弱度乱視は弱主経線付近

・目安は中等度乱視以上は平均値と

弱主経線の中間付近

弱主経線付近＝8.29 ㎜付近

SCL

検査日は CL を装用して来ないこと。

RV=(1、5×S-5.0D：C-0.75DA180°） → S-4.75D：C-0.75DA180°

他覚的屈折検査
レフラクト・ケラトメータ

などを行う

約 15 分後

頂間距離補正をするが、この
場合は 1.75D なので必要なし。
＋の球面レンズの追加の場合
は、調節が入るので雲霧してから
行う。

ハ-ドCLの場合

例）

BC / P / S

BC /トライアル P/S

ハ-ド CL の場合

追加度数の矯正と
（頂間距離補正）をする

特に視力が充分に出ない場合オートレフラクト
メータなどで SCL 上から残余乱視の確認を行い、追
加円柱レンズを再度等価球面にして頂間距離補正
をするか乱視用 SCL も考慮する。乱視用は別項に。

BC /トライアル P/S

角膜全域を測定していないので水平角膜径
11.8㎜より0.2㎜大きくなるにつれ水平方向のケ
ラト値に１D追加し、0.2㎜小さければその逆にし
て決定する場合もあるが選択数が少ない。

例）

角膜乱視が強い場合は若干フラットめに。

各メーカーにより違うが、B.C.の弱主

経線又は中間値に 0.7～1.0 ㎜（0.8）

加算する事が多く、First choice は

8.50 ㎜前後が多い

補正

CL上の（遠・近見視力検査)を行う

近年HCLで
も発売され
るように。

定期交換

頻回交換

Dr.が確認。

検者がトライアルレンズを装着させる（装着脱方法の項参照）

http://www.eyeacademy.net/eyeacademy/contactlenz/index.html


S C AX

自覚的屈折値 -3.00 -1.5 175°
涙液レンズ 42.0- 42.0=±0 42.0-43.5=－１.5 5°
必要 CL 度数 -3.0-(±0)=－3.0

全矯正度数 ±0+(-3.0)=－3.0 －１.5 5°
未矯正度数 -3.0-(-3.0)=±0 -1.5-(-1.5)=±0 5°

S C AX

自覚的屈折値 -3.00 -0.5 180°
涙液レンズ 42.5- 42.0=+0.5 42.0-43.0=－１.0 90°
必要 CL度数 -3.0-(+0.5)=-3.5

全矯正度数 +0.5 +(-3.5)=-3.0

-4.0

－１.0

+１.0

90°

180°
未矯正度数 -3.0-(-4.0)=+1.0 -0.5-(+1.0)=-1.5 180°

S C AX S C AX

自覚的屈折値 -3.00 -1.25 180° -3.00 -1.25 180°
涙液レンズ 41.5- 42.0=－0.5 42.0-43.5=－１.5 180° +0.5 －１.5 180°
必要 CL 度数 -3.0-(-0.5)=－2.5 -3.5

全矯正度数 -0.5+(-2.5)=－3.0 －１.5 180° -3.0 －１.5 180°
未矯正度数 -3.0-(-3.0)=±0 -1.25-(-1.5)=+0.25 180° ±0 +0.25 180°

SCL より HCL が適応

参考）https://coopervision.jp/sites/coopervision.jp/files/drsalmonnews
コンタクトレンズ講座 12

HCL の残余乱視= C-1.5D Ax180°
SCL の残余乱視= C-0.5D Ax180°

例２）

自覚的乱視＝角膜乱視度数
なら残余乱視はない。

強弱主経線平均値を
選択した場合。

例１-１）

SCL より HCL が適応

他覚的屈折検査をする

球面度数 ： 円柱度数 円柱軸

S（B.C.- K1）： C （K1-K2） AX （K1の方向）

弱主経線よりフラット
を選択した場合。

全乱視とケラト値の円柱軸が 90°違う場合

B.C 42.0D（8.04 ㎜）を選択

円柱度数はケラトメータの強弱主経線方向の
測定値の差、すなわち角膜乱視度数となる。
角膜の屈折力D と曲率半径㎜との関係は
D＝337.5

BC

自覚的屈折値

S-3.00D：C-0.5D Ax180°

水晶体乱視があるね。

自覚的屈折値

S-3.00D：C-1.25D Ax180°

＊ K1=弱主経線

K2=強主経線

例３）

同じ
円 柱 軸
に変換。

HCL の残余乱視= 無し

SCL の残余乱視= C-1.5D Ax175°
HCL の残余乱視= C-0.25D Ax90°
SCL の残余乱視= C-1.25D Ax180°

結果例１-2）

CL 度数は－2.5D

未矯正度数 S±0D：C＋0.25D Ax180°

→S+0.25D：C-0.25D Ax90°

CL 度数は－3.5D

未矯正度数 S±0D：C＋0.25D Ax180°

→S+0.25D：C-0.25D Ax90°

SCL より HCL が適応

残 余 乱 視 を

SCL と比較する

B.C.を選択する

ハードコンタクトレンズ処方の未矯正度数の計算方法

例１）

涙液レンズを計算する

＊涙液レンズと
は、CL と角膜の

間にできた涙液層
のことを指す。

HCLの場合、BCが変化しても涙液レン
ズの乱視度数に変化がないので、球面
レンズのみ変化し、BC0.05 ㎜の変化で
Pは約 0.25D変化。

適応 CL を選択

する
HCL より SCL が適応

SCLは乱視を矯正しないので、残余乱視
と屈折異常の乱視度数とはほとんど同じ
になるとのこと。

結果例２） 結果例３）

B.C 42.5D（7.95 ㎜）を選択B.C 41.5D（8.13 ㎜）を選択

結果例１-１）

軸のずれがごくわず
かな場合には、ずれ
がないものとして扱
うことが可能。

B.C 42.5D（7.95 ㎜）を選択

水晶体乱視がなく、角膜乱
視のみが乱視度数だね。

自覚的乱視＝角膜乱視度数
なので残余乱視はない。

HCL の残余乱視= C-0.25D Ax90°
SCL の残余乱視= C-1.25D Ax180°

CL 度数を選択

する

例１-2）

CL 度数は－3.5D

未矯正度数 S+1.0D：C-1.5D Ax180°

自覚的屈折値

S-3.00D：C-1.5D Ax175°

未矯正度数を

計算する

Full S-3.00D：C-1.5D Ax180°

K1 8.04 42.00 180

K2 7.76 43.50 90

Cyl. -1.50 180

S C AX

㎜ D deg

自覚的屈折検査をする

全乱視とケラト値の円柱度数と軸が同じ場合 全乱視とケラト値の円柱度数が同じで軸が少し違う場合

CL 度数は－3.0D

未矯正度数 無し

Full S-3.00D：C-1.5D Ax175°

K1 8.04 42.00 5

K2 7.76 43.50 95

Cyl. -1.50 5

S C AX

㎜ D deg ㎜ D deg

Full S-3.00D：C-0.5D Ax180°

K1 8.04 42.00 90

K2 7.85 43.00 180

Cyl. -1.00 90

㎜ D deg

S C AX


